























るようになり､ 『食』 の､ 特に､ 社会的文脈の観点
がクローズアップされている｡
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(APA: American Psychological Association) が
ある｡ これはもともと刊行されている目録冊子､
Psychological Abstractsをベースにしており､ 論









行動 (Eating behavior) で取り上げると､ Eating､
Eating habits､ Eating Patterns､ FeedingPractices
に区分けされている (登録数2094件｡ ただし､ 人間
を対象にするものに限定｡ また､ FeedingPractices
は､ 2004年に Eating に繰り入れられた)｡




という報告 (松田, 1997) があるが､ 現在も相対的
な多さという点では､ その傾向は幾分弱まったもの
の依然､ 継続されている｡








記憶､ 学習にどう影響するか (Ingwersen, et al.
2007､ Soetens & Braet, 2007) を実験的に検証し
たものや､ 肥満者および適正な体重の青年の食べ物
(food) の手がかりに関する認知的プロセスの実験










に､ 印象に残る食事場面の記憶について､ いつ､ ど
こで､ だれと､ なにを､ どのように想起されたか､
それがどのような場面であったかを取り上げ､ その
他の関連する諸要因､ たとえば､ 食事相手との関係







①性別の内訳 男性44名 (51.2％), 女性42名
(48.8％)
②年齢 平均19.2歳 (range:18－23歳, SD=.87)
































であり､ 次いで､ 夏､ 春､ 秋の順となっている





家族・親戚 43.5％､ 友達 30.6％､ 知人 7.1％､
一人で (自分) 5.9％､ 複合カテゴリー (多人数)
10.6％, その他 2.4％｡ 複合カテゴリーは､ 種々の
関係性の人々の複合体として (例：パーティ､ 宴会､
コンパ､ OB会など20人以上) 構成される (Fig.2-2)｡
3) 食事の場所
家 (自宅) 34.1％､ 学校・大学 14.1％､ 店 (外
食) 37.6％､ 親戚の家 4.7％､ 旅行先 2.4％､ その
他 (外出先) 7.1％ (Fig.2-3)｡
4) 食事場面の記憶の非日常性
想起された場面が､ 自分にとって普段の生活の中
でのこと (日常) であったか､ それとも普段と異な
る､ いわゆる非日常であったかを判断してもらった











3.64､ SD=1.03､ 最頻値４)｡ また､ いつも誰と食
事をすることが多いかの回答では､ 家族と一緒､
16.3％､ 友達や同僚と一緒 20.9％､ 一人で 55.8％､
恋人 3.0％､ その他 3.0％であった｡ この食事状況
(相手) と食事の規則性との関連で､ 状況間に､ p<.05
で有意な結果がみられ (F=3.42, df=2)､ その後の
検定では (Dunnett T3)､ 家族と一緒のグループ
は､ 友達や一人で食事するグループの間の比較で､
いずれも規則性の平均値が有意に高い (順に､ m=
4.21, m=3.33, m=3.54,p<.05)｡ 友達や一人で食事
するグループ間には有意な結果はみられない｡ 自分
にとって食事とは何か (意味) について､ 生きるた
め､ 栄養補給､ 健康維持といった生理的な要因をあ





全体 (４項目：手続き 2) 参照) で､ 平均 23.0






となっている (４項目順に､ m=5.09,6.19, t=-2.96,
df=46.8, m=5.13, 6.15, t=2.97, df=45.0, m=4.88,
6.21, t=-3.04, df=43.3, m=4.94, 6.25, t=-3.40, df=
































































家族・親戚､ 友達､ 知人､ 複合カテゴリー間で有意
に異なる結果がみられる (Table.１)｡ 個別項目で
は､ ｢明るい－暗い｣､ ｢暖かい－冷たい｣ の尺度で､
他の全てのグループとの比較で､ 一人の食事場面が
より否定的なイメージで捉えられ(p<.01)､ ｢楽しい－










た｡ ここでは､ 一部ではあるが､ 最も低いイメージ




た記憶と合せ再生されたもの､ 不安､ 緊張､ 孤独感
と自分のおかれている物理的状況 (一人でガランと






























違和感が生じるもの (例えば､ 牛乳と納豆)､ 危険
性 (danger) を学習する―摂食したことでネガティ




本研究の調査方法は､ 自由再生法 (Fromholt &


















伝的記憶 (autobiographical memory) とされ､








(1984) の研究では､ 言語的ラベル､ 写真､ におい
によって呼び起こされた記憶を比較し､ すべてのキュー
タイプ (cue type) で､ 類似の年齢分布を見出だ
し､ 自伝的回想の分布が幼年期記憶健忘､ レミニッ
センス･バンプ (reminiscence bump) や劇的な報
告の減少を含んだパターン後の親近効果 (recency
effect) が示されてきた｡ すなわち､ 最も初期の数


















りと忘れられるとしている (Berntsen & Rubin,
2002：Conway, 2003)｡
学生 (平均20.8歳) を協力者とした研究 (高田,


























に､ Herz & Engen, 1996：Herz & Schooler,
2002)｡
食事場面の記憶には､ 食事内容 (食材､ 調理方法











に､ 記憶をたどる際に､ 限定された場面設定 (例え












Conway, M.A. 2003 Commentary:
cognitive-affective mechanisms and processes
in autobiographical memory. Memory, 11,
217-224.
Berntsen, D. , & Rubin, D.C. 2002 Emotionally
charged autobiographical memories across
the lifespan: The recall of happy, sad, traumatic,
andinvoluntary memories. Psychology and
Aging 17, 636-652.
Buchanan, T.W., Tranel, D. & Adolph, R. 2005
Emotional autobiographical memories in
amnesic patients with medial temporal lobe
damage. The Journal of Neuroscience, 25
(12), 3151-3160
Herz, R.S.,& Schooler, J.W. 2002
A naturalistic study of aoutobiographical,
emories evoked by olfactory and visual cues:
Testing the Proustian hypothesis. American
Journal of Psychology, 115, 21-32.
Holmes, A. & Conway, M. A. 1999 Generation
島根県立大学短期大学部松江キャンパス研究紀要第46号(2008年)－ 42 －
identity and the reminiscence bump: Memory
for public and private events. Journal of
Adult Development, Vol. 6(1), 21-34
飯塚由美 2001 日本社会心理学会第42回大会発表
論文集, 432-433
飯塚由美, 松川順子 2002 日本心理学会第41回大
会発表論文集, 458-459
高田理孝 2006 過ぎ去りし時を思い出す－自伝的
記憶 太田信夫 (編) 『記憶の心理学と現代社
会』 Ⅵ部 第４章 Pp283-290 有斐閣
松田俊 1996 データベースを用いた食行動研究の
分析 『食行動の心理学』 中島義明他編 ２章
Pp23－43 朝倉書房
Rubin, D.C.,& Berntsen,D. 2003 Life scripts help
to maintain aoutobiographical memories of
highly positive, but not highly negative, event.
Memory & Cognition, 31, 1-14.
Rubin, D.C., Groth ,E. & Goldsmith,D. J. 1984
Olfactory cuing of autobiographical memory.
The American Journal of Psychology,
Vol. 97, No. 4, 493-507.
Rubin, D.C.,Rahhal,T.A., & Poon, L.W. 1998
Things learned in early adulthood are remem-
bered best. Memory & Cognition, 26,3-19.
Shotter, J. 1990 The social construction of
remembering and forgetting. In Collective
remembering, D. Middleton and D. Edwards
(eds.), 120-138. London: Sage Publications
高田理孝 2002 自伝的記憶の諸側面 臨床教育実
践学研究, 1, 25－31
高田理孝, 阿波瞳, 小俣芳恵, 鶴田望 2004 自伝
的記憶の検索メカニズム, 臨床教育実践学研究,
3, 23－32
高橋雅延 2006 記憶と自己 太田信夫 (編)
『記憶研究の最前線』 11章 Pp229-246
北大路書房
Willander, J. & Lasson, M. 2006 Smell your
way back to childhood: Autobiographical
odor memory. Psychonomic Bulletin & Review,
13(2), 240-244.
(平成19年11月30日受理)
飯塚由美 松川順子：食の記憶の社会的背景Ⅰ － 43 －
